
2013 年７月 和光市図書館
わ こ う し としょかん

和光市図書館の司書が選んだ「夏休みに読んでほしい本」を紹介します。
わ こ う し と し ょ か ん し し ょ えら なつやす よ ほん しょうかい

幼児むけ しょうがく１，２年むけ、３，４年むけ、５，６年むけ、中学生向けです。
よ う じ

ぜひ読んでみてください。
よ

幼児むけ
よ う じ

『かにこちゃん』

岸田 衿子・文 堀内 誠一・絵 くもん出版 2008年発行 分類 E-ｱｶ
き し だ え り こ ぶん ほりうち せいいち え しゅっぱん ねんはっこう ぶんるい

かにの かにこちゃんは うみが だいすき。「ちいさい なみは しゃぷしゃぷ ぴ

しゃぴしゃ」 「おおきい なみは どどどど ざぶーん みんなで にげよう すこす

こ すこすこ」 かにこちゃんと かにの なかまたちは うみで いちにちを すごし

ます。

『こねこのぴっち』

ハンス・フィッシャー・作 石井 桃子・訳 岩波書店 1987年発行 分類 E-ｷ
さく い し い も も こ やく いわなみしょてん ねんはっこう ぶんるい

ぴっちは りぜっとおばあさんの いえに すんでいる ねこの なかで いちばん

ちいさくて いちばん おとなしい こねこです。 ほかの ねこたちが するような

いたずらは やりたいと おもいませんでした。そこで ぴっちは ひとりで うちを

でていきました。おんどりに あうと 「ぼくも りっぱな おんどりに なりたいな

あ！」と おんどりの まねを しはじめました。



『ちょっとだけまいご』

クリス ホートン・作 木坂 涼・訳 BL出版 2012年発行 分類 E-ｷ
さく き さ か りょう やく ビーエルしゅっぱん ねんはっこう ぶんるい

ママと いっしょに きのうえで ねていた ちびフクロウ。 きから おちて まい

ごに なって しまいました。 「ぼくの ママ どこに いるの？」 リスが かけよ

って きてくれて ママを さがしてくれることに なりました。

小学校１、２年生むけ

『めっきらもっきら どおんどん』

長谷川 摂子・作 降矢 なな・絵 福音館書店 1990年発行 分類 E-ｷﾝ
は せ が わ せ つ こ さく ふ り や え ふくいんかんしょてん ねんはっこう ぶんるい

あそぶ ともだちが みつからない かんたは、 しゃくだから めちゃくちゃの う

たを うたった。 「ちんぷく まんぷく あっぺらこの きんぴらこ・・・・」 する

と どこからか こえが きこえてきて・・・。ふしぎなせかいで ふしぎな３にんとの

ふしぎなあそびを のぞいてみませんか？

『ちびねこグルのぼうけん』

アン・ピートリ・作 古川 博巳・黒沢 優子・訳 大社 玲子・絵 福音館書店
さく ふるかわ ひ ろ み くろさわ ゆ う こ やく おおこそ れ い こ え ふくいんかんしょてん

2003年発行 分類 933ペ
ねんはっこう ぶんるい

ちょっと たんきで にんげんの ことばが わかる こねこグル。ジェームズふうふ

に もらわれたものの、 ふうふは グルのことばが わからないし、 そのせいかくの

せいで なかなか なじめません。たんきを なおし、 だれにでも あいされる

ねこに なることを もくひょうにする グルの

せいちょうを みまもりませんか？



『エルマーのぼうけん』

ルース・スタイルス・ガネット・作 ルース・クリスマン・ガネット・絵 渡辺 茂男・訳
さく え わたなべ し げ お やく

福音館書店 2002年発行 分類 933ガ
ふくいんかんしょてん ねんはっこう ぶんるい

どうぶつじまに とらえられている りゅうのこを たすけるため エルマーは ぼう

けんの たびに でかけます。チューインガムや むしめがね六つ ヘアブラシに ちが
むっ

ったいろのリボンを 七ほん。いろいろな どうぐと アイデアで
なな

きょうぼうな どうぶつたちに たちむかう！！

エルマーと いっしょに どうぶつじまを

ぼうけんして みましょう。

小学校３、４年生むけ

『男子☆弁当部―弁当バトル！野菜で勝負だ！！－』
だんし べんとうぶ べんとう やさい しょうぶ

イノウエ ミホコ・作 東野 さとる・絵 ポプラ社 2011年発行 分類 ９１３ﾞ
さく ひがしの え しゃ ねんはっこう ぶんるい

「とくに夏の野菜たちは色がきれいだから、見てるだけで元気がでてくるんだ」
なつ や さ い いろ み げ ん き

夏バテかな？なんだか元気がでない･･･なんて思っていたら、ぜひ『男子弁当部』を読ん
なつ げ ん き おも だ ん しべんとうぶ よ

でみてください。思わず夏の野菜が食べたくなったり、農業体験したくなったりするかも
おも なつ や さ い た のうぎょうたいけん

しれません。元気が出てくる、夏にぴったりの旬の本です。『男子☆弁当部』シリーズの
げ ん き で なつ しゅん ほん だ ん し べんとう ぶ

第２巻。１巻を読んでいなくても十分に楽しめます。面白いと思ったら、他のお話も読
だい かん かん よ じゅうぶん たの おもしろ おも ほか はなし よ

んでみてください。

『みさき食堂へようこそ』
しょくどう

香坂 直・作 北沢 平祐・絵 講談社 2012年発行 分類 ９１３
こうさか なお さく きたざわ へいすけ え こうだんしゃ ねんはっこう ぶんるい

海につきだした「みさき食堂」には、どこからともなく、ふしぎなお客さんがあらわ
うみ しょくどう きゃく

れます。お客さんの飲み物の湯気からは、色んなものが見えてきて、大嫌いだった友達の
きゃく の もの ゆ げ いろ み だいきら ともだち

気持ちがわかることもあるようです。
き も

「あの時こうすればよかったな」など、過去を振り返ることはありませんか？そんなと
とき か こ ふ かえ

き、いつの間にか「みさき食堂」にいるかもしれません。
ま しょくどう

ちょっとふしぎなお話です。
はなし



『豆つぶほどのお話 集－ふるさとの昔ばなし－春夏』
まめ はなししゅう むかし はるなつ

斎藤 晴輝・作 うちべ けい・絵 ぎょうせい 1992年発行 分類 913
さく え ねんはっこう ぶんるい

「おれ、かみなりの子なんだ。父ちゃんといっしょに落ちたんだけど。さかさまに落ち
お お

たもんだから、手をくじいちゃってさ。空へ帰れなくなっちゃったんだ。助けてくれよ」
て そら かえ たす

（「留吉とかみなり」より）子どもといってもかみなり。留吉は助けられるのでしょうか。
とめきち こ とめきち たす

本を読むのが苦手なひとにもおすすめです。
ほん よ に が て

たった２ページの短編昔ばなしがいくつも集まった一冊です。
たんぺんむかし あつ いっさつ

秋冬の巻もあります。
あきふゆ

小学校５、６年生向け

『ドレスを着た男子』
き だんし

デイヴィッド・ウォリアムズ・作 クェンティン・ブレイク・絵 鹿田 昌美・訳
さく え し か た まさ み やく

福音館書店 2012年発行 分類 933ウ
ふくいんかんしょてん ねんはっこう ぶんるい

デニスは、どこにでもいる12歳の少年だが、感性が、ほかのみんなと違っていた。デ
さい しょうねん かんせい ちが

ニスの母さんが、2年ほど前に家を出ていってからは、父さんと兄さんの3人で暮らして
かあ ねん まえ いえ で とう にい にん く

いる。ある日、雑貨店で見かけた『ヴォーグ』というファッション雑誌の表紙の写真の女性
ひ ざっかてん み ざ っ し ひょうし しゃしん じょせい

が着ている黄色いドレスが、デニスが大事にとっておいた写真の母さんのワンピースによ
き き い ろ だ い じ しゃしん かあ

く似ていた。それから、きらびやかな服の世界に夢中になり…。
に ふく せ か い むちゅう

『魔女になんかなりたくない』
まじょ

マリー・デプルシャン・作 津尾 美智子・絵 末松 氷海子・訳 文研出版 2002
さく つ お み ち こ え すえまつ ひ み こ やく ぶんけんしゅっぱん

年発行 分類 953デ
ねんはっこう ぶんるい

魔女のむすめも子どものころは、ほかの子どもたちとかわりない。ヴェルトは１０歳に
ま じ ょ こ こ さい

なっても、がっかりするほどふつうの子だ。そこで、毎週水曜日になると、ヴェルトはア
こ まいしゅうすいようび

ナスタボットばあちゃんにあずけられた。この最初の水曜日の夕方、おばあちゃんの家か
さいしょ すいようび ゆうがた いえ

ら帰ってくると、ヴェルトはひどく興奮した様子で、「わたし、ぜったいに大人になりたく
かえ こうふん よ う す お と な

ない。魔女になんかなりたくない。」と言った。ヴェルトが力いっぱいドアを閉めたとき、
ま じ ょ い ちから し

テーブルと流し台に積んであった食器が、閉めたドアにむかっておそいかかり、粉々にわ
なが だい つ しょっき し こなごな

れたのだ。ヴェルトは、いろんな物に魔法をかける力がついたのだ。そうなったら、魔女
もの ま ほ う ちから ま じ ょ

の修行をはじめなければ。
しゅぎょう



『「リベンジする」とあいつは言った』
い

朝比奈 蓉子・作 スカイエマ・絵 ポプラ社 2011年発行 分類 913
あ さ ひ な よ う こ さく え ねんはっこう ぶんるい

6年３組に転入してきた江本のめがねを、みんなでふざけて割ってしまった。それで、
ねん くみ てんにゅう え も と わ

江本はきのうの帰り、歩道と車道の段差につまずいて、ころんで足首を骨折して入院して
え も と かえ ほ ど う しゃどう だ ん さ あしくび こっせつ にゅういん

いるのだ。病院に謝りに行ったぼくに、「きみたちは、うまく先生をだましたつもりでも、
びょういん あやま い せんせい

ぼくはそんなことで、引きさがるつもりはないからね。必ずリベンジするよ」と江本は言
ひ かなら え も と い

った。その日から、ぼくと江本の奇妙な関係がはじまった。
ひ え も と きみょう かんけい

江本のリベンジとは一体…。
え も と いったい

中学生向け

『いるの いないの』
京極 夏彦・作 町田 尚子・絵 岩崎書店 2012年発行 分類 Y/E

おばあさんの家で暮らすことになった男の子は、高い天井が気になってしょうがない。

誰かに見られているような・・・

暑い夏の日に読むには、ぴったりの絵本です。

『明日は、どうしてくるの？』
栗田 亘・著 講談社 2013年発行 分類 Y159

勉強ができない、友達がいない、死ぬのが怖い・・・悩むのはみんな同じ。その悩みと

どう向き合っていくか。その手がかりがたくさんの本の中にあったそうです。著者のおす

すめの本が、紹介されています。

『やらなきゃゼロ！』
鈴木 直道・著 岩波ジュニア新書 2012年発行 分類 Ｙ318

財政破綻した夕張を、夢と情熱を持った東京都の職員だった若者が、どのように再生し

ていったのでしょう。若き市長の奮闘記です。



『鉄のしぶきがはねる』
まはら 三桃・著 講談社 2011年発行 分類 Ｙ913

工業高校機械科で唯一の女の子、心はひょんなことから「高校生ものづくりコンテスト」
しん

に挑戦することになる。個性豊かな男子部員に囲まれ、ものづくりに目覚めて行く心の青
しん

春物語です。

『深く、暗く、冷たい場所』
メアリー・D・ハーン・作 せな あいこ・訳 評論社 2011年発行 分類 Ｙ933ハ

屋根裏部屋で見つけた1枚の古い写真。子ども時代の母と伯母と、もう1人写っている

子はいったい誰？写真に隠された秘密とは？湖の別荘で過ごす夏休みを、恐怖が襲う物語

です。

読みたい本が貸出中のときは予約できます。

くわしくは図書館のカウンターの人に聞いてください。


